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本日の内容

１）研究の背景

２）先行研究

３）Research Question

４）研究方法

５）結果

６）考察

７）今後の課題
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１）研究の背景①

➢ 対象：小学３～６年生166名

➢ リーディング、リスニングのインプット学習中心の学校外英語プログラム

➢ 夏期６日間の英語キャンプ参加者95名と非参加者75名

➢ 学習方略と英語運用能力の変化を調査
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１）研究の背景②

➢ 小学生の学校外での

英語学習経験…33.7％

➢ 学年が上がるにつれて

その割合も上昇

➢ 学校外英語プログラムで

学ぶ児童を対象とした

研究は少ない。
学研教育総合研究所（2015）小学生白書Web版

https://www.gakken.co.jp/kyouikusouken/whitepaper/201510/chapter8/10.html
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33.7%

https://www.gakken.co.jp/kyouikusouken/whitepaper/201510/chapter8/10.html


➢ 言語習得には理解可能なアウトプットが必要。 (Swain,1985)

InputとOutput

２）先行研究①
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➢ アウトプットはその人が知っているものとのギャップへの気づきを与える。

(Swain, 1994)



➢ 学習ストラテジー（学習方略）とは、学習をより易しく、より早く、より楽しく、より自主的

にし、新しい状況に素早く対処するために学習者がとる具体的な行動 (Oxford, 1990).

➢ 学習ストラテジーには

直接ストラテジー→記憶ストラテジー、認知ストラテジー、補償ストラテジー

間接ストラテジー→メタ認知ストラテジー、情意ストラテジー、社会的ストラテジーがある。

(Oxford, 1990)

➢ 気づきは学習方略の使用を促進。（Lee＆Oxford,2008)

➢ 学習方略は、学習者の総合的な自立学習を推進する。（中略）自律心のある学習者

は、自信を高め、興味が増すにつれ、さらに高い能力を身につけていく（Oxford,1990）

２）先行研究②
Language Learning StrategiesとProficiency
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３）Research Questions

日頃インプット中心の学校外英語プログラムで英語を学んでい
る日本の小学生児童が、夏期６日間の集中的なアウトプットの
機会に参加することで

①児童の学習方略の使用はプラスに変化するのか？

②その結果、数か月後に測定するリスニング・リーディングの

英語運用能力にもプラスの影響を与えるのか？
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４）研究方法：参加者

全員

合計
166

男子 女子

69 97

Treatment 
Group

(キャンプ
参加者）

合計

91

男子 女子

41 50

Control 
Group

(キャンプ
非参加者)

合計

75

男子 女子

28 47

➢ 小学３～６年生の児童

➢ 日常的にCEFR A1レベル～A2レベ
ルを学習。

➢ 海外生活３年以上、インターナ
ショナルスクールに行っている等
の児童は省く。
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学校外英語プログラム

➢ プリント教材と音声機器による自習方式

➢ 週２日教室に通い、他の５日間は自宅学習

➢ 無学年方式

➢ 単語をまねして言うレベルから、英語の小説を原文で読むレベルまで

２８レベル５６００枚から成るプリント教材

➢ 学習者のペースに合わせて学習。
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夏期６日間の英語キャンプ
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➢ 留学生を中心としたキャンプリーダーと過ごす

➢ 異文化理解やSDGs等世界の課題を英語で学ぶ

➢ Don’t be afraid of making mistakesというスローガン



学校外英語教育プログラムでの学習 （教室学習と 家庭学習）

４）研究方法：実施時期

June
July-

August
December August

2019 2020

事前
質問紙

事前
TOEFL 

Primary®

May

Treatment Group
：キャンプ参加者

Control Group
：キャンプ非参加者

事後
TOEFL 

Primary®

January

事後
質問紙

インタ
ビュー

事前
質問紙

事前
TOEFL 

Primary®

事後
TOEFL 

Primary®

事後
質問紙

インタ
ビュー

Camp
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学習方略の質問紙（事前・事後）
Oxford（1990）のSILLに基づく質問（６種類（認知、記憶、補償、メタ認知、情意、社会的））を翻訳、児童にわか
りやすい表現・項目を選び、27項目で作成。

４）研究方法：手法

メタ認知

認 知

補 償

記 憶

メタ認知
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➢ 世界47か国以上で使われている ８～11歳向け

英語運用能力テスト

➢ CEFR A1未満～B1を測定。

➢ ペーパーベースのリスニング・リーディングと

コンピュータベースのスピーキングテスト

➢ 今回の研究ではリスニング・リーディングを実施。

➢ スコアは、それぞれ100～115で表示。CEFRにも紐づけられる。

TOEFL Primary Step２テスト（事前・事後）

４）研究方法：手法
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GC＆Tホームページ

https://gc-t.jp/about_test/primary/
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児童を対象にしたインタビュー調査

TOEFL Primary Step2テストスコアが上昇した25名

１名30分程度、zoomまたは電話で実施

質問内容

１）事前テストと事後テストの間の英語学習で心掛けたこと。

２）なぜスコアが上がったと思うか
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４）研究方法：分析手法

キャンプ参加者、非参加者の

➢ 各項目の相関分析（事前・事後）

➢ 二元配置分散分析で事前・事後の

①英語運用能力 (TOEFL Primary Step2スコアリスニング・リーディング)

②学習方略 ６種類

をSPSSで分析。
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５）結果

RQ① 児童の学習方略の使用はプラスに変化するのか？

キャンプ参加者・キャンプ非参加者の相関分析結果 事前ー事後

認知 記憶 補償 メタ認知 情意 社会的

キャンプ参加者 Before リスニング .12 .10 .19 .10 .15 .20

リーディング .32* .27 .26 .35* .27* .21*

After リスニング .15 .07 .32* .09 .12 .16

リーディング .13 .10 .34* .16 .20 .10

キャンプ非参加者 Before リスニング .02 .09 .28* -.08 .02 .01

リーディング -.07 -.09 .19 -.06 .01 .02

After リスニング .03 .07 .28* -.01 -.01 .25*

リーディング .05 .08 .26* .07 .14 .11

*p ＜ . 005
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学習方略質問紙 記述統計

キャンプ参加者 N＝91, キャンプ非参加者 N＝75

  
事前 事後 

M SD M SD 

Cognitive 
キャンプ参加者 3.63 0.7 3.75 0.69 

キャンプ非参加者 3.52 0.56 3.6 0.61 

Memory 
キャンプ参加者 3.18 0.86 3.42 0.82 

キャンプ非参加者 3.18 0.85 3.22 0.8 

Compensation 
キャンプ参加者 3.48 0.86 3.62 0.83 

キャンプ非参加者 3.55 0.8 3.53 0.71 

Meta-cognitive 
キャンプ参加者 3.42 0.75 3.59 0.7 

キャンプ非参加者 3.58 0.67 3.47 0.59 

Affective 
キャンプ参加者 2.87 1 3.25 0.95 

キャンプ非参加者 2.86 1.09 2.84 0.92 

Social 
キャンプ参加者 2.86 1.04 3.3 0.91 

キャンプ非参加者 2.82 0.9 3.01 0.87 
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被験者内対比の検定
ソース 測定変数名

タイプ III 平方
和

自由度 平均平方 F 値 有意確率 偏イータ 2 乗

回数 認知 0.838 1 0.838 3.991 .05 .02
記憶 1.562 1 1.562 4.211 .04 .03
補償 0.365 1 0.365 1.41 .24 .01
メタ認知 0.085 1 0.085 0.375 .54 .00
情意 2.7 1 2.7 5.999 .02 .04
社会的 8.177 1 8.177 19.064 .00 .10

回数×キャンプ
参加者/非参加
者

認知 0.019 1 0.019 0.091 .76 .00

記憶 0.842 1 0.842 2.268 .13 .01
補償 0.525 1 0.525 2.032 .16 .01
メタ認知 1.626 1 1.626 7.214 .01 .04
情意 3.403 1 3.403 7.561 .01 .04
社会的 1.269 1 1.269 2.959 .09 .02

誤差 (回数) 認知 34.427 164 0.21

記憶 60.85 164 0.371
補償 42.405 164 0.259
メタ認知 36.966 164 0.225
情意 73.806 164 0.45
社会的 70.339 164 0.429

小 中 高

主効果 η² .01 .06 .14

交互作用 η² .01 .06 .14

　　　　　　（竹内＆水本 2014）

効果量



学習方略事前－事後
（青＝キャンプ参加者、赤＝キャンプ非参加者）
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認知 記憶 補償



学習方略事前ー事後
（青＝キャンプ参加者、赤＝キャンプ非参加者）
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RQ① 結果まとめ

相関分析、学習方略の質問紙の二元配置分散分析から

キャンプ後のキャンプ参加者のリスニング・リーディングス
コアと、学習方略の「補償」の使用は弱い相関を示す。

キャンプ参加者はキャンプ後にどの種類の学習方略の使
用も上昇。
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RQ②その結果、数か月後に測定するリスニング・リーディン
グの英語運用能力にもプラスの影響を与えるのか？

TOEFL Primary Step2テストスコア記述統計
リスニング 事前テスト 事後テスト 

  人数 満点 M SD M SD 

キャンプ参加者 91 115 105.87 2.325 106.32 2.992 

キャンプ非参加者 75 115 107.03 2.775 106.35 3.047 

リーディング 事前テスト 事後テスト 

  人数 満点 M SD M SD 

キャンプ参加者 91 115 106.08 3.096 107.54 2.83 

キャンプ非参加者 75 115 107.12 2.046 108.37 2.572 

 
キャンプ参加者 n＝91, キャンプ非参加者 n＝75
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被験者内対比の検定

ソース 測定変数名
タイプ III 
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

偏イータ
2 乗

事前事後 リスニング 1.082 1 1.082 0.309 .579 .002

リーディング 151.518 1 151.518 38.205 0 .189

事前事後 × キャ
ンプ参加者/非参

加者

リスニング 26.275 1 26.275 7.502 .007 .044

リーディング 0.891 1 0.891 0.225 .636 .001

誤差 リスニング 574.424 164 3.503

(事前事後) リーディング 650.401 164 3.966

小 中 高

主効果 η² .01 .06 .14

交互作用 η² .01 .06 .14

　　　　　　（竹内＆水本 2014）

効果量



TOEFL Primary Step2スコア
事前ー事後 （青＝キャンプ参加者、赤＝キャンプ非参加者）
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RQ②の結果まとめ

２回のTOEFL Primary Step2テストスコアの
二元配置分散分析の結果から

キャンプ参加者は事前テスト時は英語運用能力に
おいて非参加者よりも下であったが、キャンプ後に
リスニング・リーディングともに上昇。
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６）考察①
RQ①児童の学習方略の使用はプラスに変化するのか？

キャンプ参加者は、集中的なスピーキング、ライティングというアウ

トプットの機会を得て、自分なりにアウトプットをし、英語が通じた/

うまくいかなかった経験から、自分はどのようにしたら英語ができ

るようになるかを考え、それをキャンプ後の日々の学習に活かすよ

うになった。

結果、キャンプ後の学習方略の使用が上がった。
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インタビュー調査から（赤字筆者）

キャンプの時に言いたいことがなかなか言えなかったので、もうちょっと覚えて話せるように
なったら…すらすら話せるようになりたいと思ってキャンプの後は英語を話しているYouTube
とか見るようになった。 （キャンプ参加者 小６ 女子）

キャンプで高い目標をもっていた人がいたので、刺激された。英語の学習の目標を持って、
目標を書いてはって見るようにした。 （キャンプ参加者 小５ 男子）

キャンプの最初の日は緊張して話せなかったが、4日目くらいからは話せるようになった。
キャンプの時は何とか通じるように単語を思い出したり、友達に相談したり、ジェスチャーで
何とかしようとのりきった。 （キャンプ参加者 小６ 女子）

記憶

認知

メタ認知

補償
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６）考察②
RQ②その結果、数か月後に測定するリスニング・リーディングの英語運用能力
にもプラスの影響を与えるのか？

➢アウトプットの機会を得た児童は、学習方略を駆使するようになり、

アウトプットの機会から直接もたらされる産出能力ではない受容能力にも

影響し、４か月後の事後テストでは、特にリスニングの英語能力が上昇。

➢アウトプットの機会を得ることが気づきを促し、言語習得を促すというIzumi, S.,   

& Bigelow, M. (2000)、Song, M. J., & Suh, B. R. (2008)等の研究と同様の結果。

➢学習方略は学習者の自立学習を推進し、さらに高い英語能力を身につける

ようになるというOxford(1990 )の研究も裏付ける結果となった。

28



教育への応用

➢ 集中的なアウトプットの機会

英語をアウトプットする機会により、実践の場に立つ意識が生まれ、

モチベーションが喚起された可能性がある。

「楽しかった」成功体験のみならず「もっと言いたかった」という少し悔しい

経験も学習方略の使用に影響を与えているのではないか。

リスニング・リーディングという受容能力を伸ばすという観点でも、

アウトプットの機会は大きな意味を持つと考えられる。
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７）今後の課題
➢ 産出能力（特にスピーキング能力）の測定

➢ 質的アプローチ

➢ 児童のモチベーションの変化の観点

➢ 学習方略の質問紙の改善
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